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第3回　河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）の開催報告�
�

　　  開催日時：平成17年1月19日（水）13：00～17：20�

　　  場　　所：野洲川、草津川、瀬田川及び琵琶湖河川事務所�

　　  参加者数：委員6名　河川管理者7名�

�

現地調査の概要�

１．現地調査について�
　野洲川、瀬田川、草津川の現地状況を

実際に視察・調査し、今後の委員会での

議論をより現実に即したものにするため、

現地調査を行いました。�

 当日は、3河川の特徴的な箇所を訪れ、

航空写真と現地状況を照らし合わせたり、

河川を管理する職員から直接説明を受け

るなど、河川特性のより深い理解への一

助となる調査活動となりました。�

　なお、現地調査を行った場所は以下の

とおりです。�

　�

　○野洲川公園　　　　1-1�

　○石部頭首工　　　　1-2�

　○落差工　　　　　　1-3�

　○草津川三角公園　　2�

　○瀬田川散策路　　　3�

　　（石山寺付近）�

　○琵琶湖河川事務所　4�

　　（瀬田川洗堰）�

�

２．現地調査の状況�

�

�

野洲川公園では、航空写真を参考に
利用状況や、自然植生の状況を調査
しました。�

野洲川の石部頭首工では、農政局より
施設概要、洪水調整などの概要説明
を受けました。�
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今後の委員会開催予定�

第5回委員会　平成17年4月下旬（予定）�
・望ましい川とは　－公園事例を基にした議論－�

※委員会の日程、会場が決まり次第「河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）」のホームページに掲載します。�

古紙配合率100％再生紙を�
使用しています。�

印刷インキは環境にやさしい�
大豆油を使用しています。�

河川保全利用委員会ニュース�

落差工左岸側では、落差工付近の
高水敷の利用状況、河畔林の状況を
調査しました。�

草津川では、ヨシの植生状況や護岸
等の現況調査を行いました。�

石山寺付近では、瀬田川散策路、周辺
状況の確認を行いました。�

琵琶湖河川事務所では、瀬田川洗堰
の操作説明を受けました。�


